
蔵書点検による休館のお知らせ

市内の図書館（室）は、蔵書点検のため下記のとおり休館します。 

ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

休館する期間 対象施設名 

5月20日（月曜）～5月24日（金曜） 多摩市立図書館本館 

5月27日（月曜）～5月31日（金曜） 関戸図書館・聖ヶ丘図書館 

6月 3日（月曜）～6月 7日（金曜） 豊ヶ丘図書館・東寺方図書館 

6月10日（月曜）～6月14日（金曜） 永山図書館・唐木田図書館 

6月27日（木曜） 行政資料室 

※本館に併設している閉架書庫及び団体貸出室は、6月17日（月曜）～6

月21日（金曜）に蔵書点検を行いますので、資料の提供は6月22日（土

曜）からになります。図書館ホームページや館内ＯＰＡＣで検索をした

ときに、「書庫（本館内）・団体室（本館内）」と表示されるものが 

該当します。 

▽ブックポストはご利用いただけます 

蔵書点検中もブックポストはご利用いただけます。ただし、蔵書点検中以外

の図書館に運んで返却するため、返却に時間がかかります。あらかじめご承

知おきください。また、ふだんからお願いしていることですが、ＣＤ、カセ

ットなどのこわれやすいものや、それが付属されている本・雑誌、借用図書

（都立図書館など他自治体から借り受けた本）は、ブックポストにお返しに

なれません。開館している図書館の窓口でお返しください。

☆蔵書点検に伴う貸出期間の延長と予約取置期間の延長について

・貸出期間について・・・４月１２日（金）より３週間貸出 

・予約取置期間について・・・４月１９日（金）より２週間取置き

蔵書点検をしている図書館にある資料も予約いただけますが、用意できるのは蔵書点

検終了後になりますので、ご了承ください。 

やまばと通信  

■ デジタル化資料送信サービス
国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版等の理由で入手が困難な資料約

150万点（図書、雑誌、古典籍、博士論文など）を閲覧することができます。 

① 図書：昭和43年までに受け入れた図書、震災・災害関係資料の一部

約57万点 

② 古典籍：明治期以降の貴重書等や清代後期以降の漢籍等 約2万点

③ 雑誌：明治期以降に発行された雑誌（刊行後5年以上経過したもので、

   商業出版されていないもの）約79万点 

④ 博士論文：平成3～12年度に送付を受けた論文（商業出版されていない

もの）約12万点 

⑤ 脚本：日本脚本アーカイブズ推進コンソーシアムから寄贈された

昭和55年以前の放送脚本（テレビ・ラジオ番組の脚本・台本） 

の一部 約3千点 

■ 歴史的音源
歴史的音盤アーカイブ推進協議会（HiRAC）がデジタル化した1900年初頭から

1950年頃までに国内で製造されたSP盤及び金属原盤等に収録された音楽・演説

等の音源です。全音源数は、約5万音源です。 

  含まれる音源・・・落語、長唄、楽曲、歌劇、浄瑠璃、浪花節、歌謡曲、 

講演、ジャズ等 

ご利用方法 

※「インターネット端末利用申込書」にご記入の上、窓口にお申込み

ください。利用時間は一回30分、一日1時間まで利用することがで

きます。 

※ 複写、複製、ダウンロードはできません。 

※「歴史的音源」は備えつけのヘッドフォンをご利用ください。 
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５月１日から、 

が施行されます。 

新元号の出典は、日本最古の歌集「万葉集」の「梅花（うめのはな）の歌三十

二首」。日本の古典に由来する元号は初めてです。新元号選定にあたり、以

下の序文から引用したとのことです。 

「初春の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和ぎ、梅は鏡前の粉を披（ひら）

き、蘭は珮後（はいご）の香を薫す」 

さて、序文に「梅」と入っておりますが、こんな資料があります。 

『ものと人間の文化史 梅Ⅰ』（請求記号 627.79） 

この資料には、新元号にちなんだ逸話や、梅と万葉集とのかかわりも書かれ

ており、日本人と梅についての「文化的側面」を知ることができます。 

そして、元号そのものにご興味を持った方もいらっしゃるでしょう。 

『平成から大化まで全元号解説』（請求記号 210.023） 

『元号－全２４７総覧－』（請求記号 210.023） 

『元号－年号から読み解く日本史－』（請求記号 210.023） 

改元と天皇という存在は、切っても切れない関係です。 

『天皇はいかに受け継がれたか－天皇の身体と皇位継承』 

（請求記号 288.4） 

『天皇と元号の大研究－日本の歴史と伝統を知ろう－ 

（楽しい調べ学習シリーズ）』（請求記号 21） 

もちろん、出典になった『万葉集』も

所蔵があります。 

これを機会に、図書館で関連の本を 

お借りになってみませんか。 

「FeliCa（フェリカ）」を登録すると、利用者カードの代わりに貸出・予約

で使うことができます。 

読み取り機（ICリーダー）にかざすと自動的に利用者IDが入力され、貸出・

予約などの手続きがスムーズになります。 

「FeliCa（フェリカ）とは？」 

非接触型ICカードのための通信技術の一つです。１枚のカードで複数のデータ

が管理でき、読み取り機にかざすことで高速処理を行います。PASMO、Suicaな

どの交通機関のICカード、FeliCaに対応したおサイフケータイ機能がある携帯

電話やスマートフォンに搭載されています。 

ご利用いただけるサービス 

●カウンターでの貸出手続き、予約手続き

●館内利用者端末（OPAC）から利用者画面（マイページ）へのログイン・予約

※専用の読み取り機にかざすだけで簡単に手続きができます。

FeliCa（フェリカ）登録に必要なもの 

●多摩市立図書館の利用者カード

●FeliCa（フェリカ）が搭載された交通系ICカードや、「モバイル非接触IC

通信マーク」が付いている携帯電話、スマートフォン 

※パスワード登録がない方は、保険証や免許証など本人確認書類をお持ちく

ださい。 

FeliCa（フェリカ）IDの取り扱いについて 

図書館システムに登録するデータは、個々のFeliCa（フェリカ）の識別IDの

みで、個人情報は一切含みません。 

また、図書館システムからFeliCaへの書き込みは一切行いません。 

ご注意いただくこと 

★FeliCa（フェリカ）の登録は1人1つまでです。 

★同じFeliCa（フェリカ）に複数の登録はできません。 

「FeliCa（フェリカ）登録」はご存知ですか？ 

新元号「令和」 



蔵書点検による休館のお知らせ

市内の図書館（室）は、蔵書点検のため下記のとおり休館します。 

ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

休館する期間 対象施設名 

5月20日（月曜）～5月24日（金曜） 多摩市立図書館本館 

5月27日（月曜）～5月31日（金曜） 関戸図書館・聖ヶ丘図書館 

6月 3日（月曜）～6月 7日（金曜） 豊ヶ丘図書館・東寺方図書館 

6月10日（月曜）～6月14日（金曜） 永山図書館・唐木田図書館 

6月27日（木曜） 行政資料室 

※本館に併設している閉架書庫及び団体貸出室は、6月17日（月曜）～6

月21日（金曜）に蔵書点検を行いますので、資料の提供は6月22日（土

曜）からになります。図書館ホームページや館内ＯＰＡＣで検索をした

ときに、「書庫（本館内）・団体室（本館内）」と表示されるものが 

該当します。 

▽ブックポストはご利用いただけます 

蔵書点検中もブックポストはご利用いただけます。ただし、蔵書点検中以外

の図書館に運んで返却するため、返却に時間がかかります。あらかじめご承

知おきください。また、ふだんからお願いしていることですが、ＣＤ、カセ

ットなどのこわれやすいものや、それが付属されている本・雑誌、借用図書

（都立図書館など他自治体から借り受けた本）は、ブックポストにお返しに

なれません。開館している図書館の窓口でお返しください。 

☆蔵書点検に伴う貸出期間の延長と予約取置期間の延長について 

・貸出期間について・・・４月１２日（金）より３週間貸出 

・予約取置期間について・・・４月１９日（金）より２週間取置き 

蔵書点検をしている図書館にある資料も予約いただけますが、用意できるのは蔵書点

検終了後になりますので、ご了承ください。 

やまばと通信

■ デジタル化資料送信サービス
国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版等の理由で入手が困難な資料約

150万点（図書、雑誌、古典籍、博士論文など）を閲覧することができます。

① 図書：昭和43年までに受け入れた図書、震災・災害関係資料の一部

約57万点 

② 古典籍：明治期以降の貴重書等や清代後期以降の漢籍等 約2万点

③ 雑誌：明治期以降に発行された雑誌（刊行後5年以上経過したもので、

商業出版されていないもの）約79万点

④ 博士論文：平成3～12年度に送付を受けた論文（商業出版されていない

もの）約12万点

⑤ 脚本：日本脚本アーカイブズ推進コンソーシアムから寄贈された

昭和55年以前の放送脚本（テレビ・ラジオ番組の脚本・台本） 

の一部 約3千点 

■ 歴史的音源
歴史的音盤アーカイブ推進協議会（HiRAC）がデジタル化した1900年初頭から

1950年頃までに国内で製造されたSP盤及び金属原盤等に収録された音楽・演説

等の音源です。全音源数は、約5万音源です。

含まれる音源・・・落語、長唄、楽曲、歌劇、浄瑠璃、浪花節、歌謡曲、

講演、ジャズ等 

ご利用方法 

※「インターネット端末利用申込書」にご記入の上、窓口にお申込み

ください。利用時間は一回30分、一日1時間まで利用することがで

きます。 

※ 複写、複製、ダウンロードはできません。

※「歴史的音源」は備えつけのヘッドフォンをご利用ください。 
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